
令和８年４月９日
文部科学省高等教育局専門教育課

「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」
令和８年度申請について



✓制度紹介、申請に向けた詳細説明

（プラス申請についての説明含む）

✓再認定について（秋の申請の予告）

本日の内容



本日の内容

✓制度紹介、申請に向けた詳細説明

（プラス申請についての説明含む）

✓再認定について（秋の申請の予告）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム
認定制度

大学・高等専門学校の数理・データサイエンス・AIに関する正規課程教育のう
ち、一定の要件を満たした優れた教育プログラムを政府が認定、その中から先
導的で独自の特色を有するものをプラスとして選定し、応援。多くの大学・高専
が数理・データサイエンス・AI教育に取り組むことを後押しする。

学生に選ばれる 企業に選ばれる

学生 企業数理・データサイエンス・AIの
素養のある学生を輩出

大学・高専

令和４年度より全国９ブロックで活動

・ 各ブロックに地域ブロックの代表校を置き、各ブロックにおける
数理・データサイエンス・AI教育を普及・展開

・ DXハイスクールなど高等学校との連携や経済産業省の取組と連携し、
 地域におけるデジタル化の取組を促進

・ カリキュラム、教材、教育用データベース等の整備に関する継続的な活動

・ データサイエンスやコンピュータサイエンスを主専攻とする
Ph.D.プログラムの強化等によるエキスパート人材の養成

・国立大学法人運営費交付金により支援
北海道ブロック
（北海道大学）

東北ブロック
（東北大学）

北信越ブロック
（金沢大学）

関東ブロック
（東京大学）

東海ブロック
（名古屋大学）

ｚ中国ブロック
（広島大学） 近畿ブロック

（京都大学）

ｚ九州・沖縄ブロック
（九州大学）

四国ブロック
（香川大学）

全国の大学・高専により「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシ
アム」を形成し、コンソーシアム活動を通じて普及・展開を促進

数理・データサイエンス・AI
教育強化拠点コンソーシアム

１００万人/年

高校卒業者全員
小中学生全員

２５万人/年

2,000人/年

５０万人/年

大学・高専卒業者全員

トップ
クラス 
100人
程度/年
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大学・高専の50%

AI戦略2019

リテラシーレベル （2021年度開始）

学生の数理・データサイエンス・AIへの関
心を高め、適切に理解し活用する基礎的
な能力を育成

認定プログラム：609件（2026年４月時点）

・受講可能な学生数：約59万人/年
・特に優れたものをプラスとして33件選定

応用基礎レベル （2022年度開始）
 

数理・データサイエンス・AIを活用して課題
を解決するための実践的な能力を育成

「デジタル田園都市国家構想」におけるデジタル人材育成
目標（2026年度末までに５年間で230万人育成）の
実現に寄与

認定プログラム： 388件（2026年４月時点）

・受講可能な学生数：約26万人/年
・特に優れたものをプラスとして26件選定

カッコ内の大学は、各地域ブロックの代表となる大学

育成可能な規模として、リテラシーレベル（50万人／年）、
応用基礎レベル（25万人／年）の目標を達成！

MDA教育の普及・展開の促進から、教育の質向上に向けた
取組を重視する方向で活動を継続（是非ご入会ください）

数理・データサイエンス・AI教育の推進
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認定を受けることの意義

◆2040年には46万人と推計される大学進学者数や、生成AI等のデジタル技術の急速な

発展により、高等教育を取り巻く社会や産業構造は変化している。

◆経済産業省の推計によれば、事務職(437万人)や文系人材(76万人)が余剰である一

方、AI・ロボット活用に従事する人材は339万人不足するといわれている。

◆文系理系を問わずAIを活用するためのリテラシーを高めること、専門分野に応用してい

く実践的な能力を身に付けていくことが益々求められている。

4

学歴別 高卒
(普通科)

高卒
(工業科)

高専卒
大卒・院卒
理系

大卒・院卒
文系

2040年
需給ミスマッチ 31万人 -91万人 -15万人 -124万人 76万人

2040年需要数/供給数 778万人/810万人 538万人/447万人 77万人/62万人 899万人/776万人 1549万人/1625万人

2022年就業者数 899万人 534万人 64万人 689万人 1678万人

職種別 専門職 うち
AI・ロボット等
利活用人材

事務職 現場人材
うち

生産工程従事者

2040年
需給ミスマッチ -181万人 -339万人 437万人 -260万人 -206万人

2040年需要数/供給数 1867万人/1686万人 782万人/443万人 1039万人/1476万人 3283万人/3023万人 731万人/525万人

2022年就業者数 1288万人 236万人 1455万人 3637万人 835万人

※日本成長戦略会議 第1回人材育成分科会
（令和8年1月26日）
「2040年の就業構造推計（改訂版）について」
（経済産業省）より

職業間・学歴間のミスマッチ



認定を受けることの意義

◆認定を受けていることを示すロゴマークを広報活動や修了証などに活用できる。

リテラシーレベル→応用基礎レベル→応用基礎レベルプラスの順での検討がおすすめ！

◆全国の大学、短期大学、高等専門学校の半数以上の学校で、リテラシーレベルあるい

は応用基礎レベルの認定を受けている。（613校／1147校 約53％）
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＜応用基礎レベルの推移＞＜リテラシーレベルの推移＞

※各年度の大学等の数は通常審査の認定時点（令和８年度については４月１日時点で先行認定含む）における校数で算出



認定を受けるためには

【認定を受けようとする年度の前年度まで】
➢ 要件に即した計画、実施体制を策定したうえで、教育プログラムを開始する
➢ 教育プログラムの履修を促進する取組や履修実績があり、自己点検・評価も実施している
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＜認定を受けるための要件＞
○ 大学、短期大学、高等専門学校の正規の課程
○ 学部・学科に関わらず学生が広く履修可能な形で開講されている

 ⇒ 「応用基礎レベル（学部・学科単位）」の場合は、当該学部（学科）の学生
 ⇒「学部・学科」を「大学の場合は学部、短期大学や高等専門学校の場合は学科」と読み替えて
以降の資料もご覧ください

○ プログラムの具体的な計画（修了要件、身に付けることのできる能力等）の
策定及びホームページ等での公表

○ 令和6年2月に改訂されたモデルカリキュラムに準拠し、学生の関心を高め、かつ、
 必要な知識及び技術を体系的に修得できるプログラムであること 【様式１関係】

○ 令和７年度までのプログラムの履修実績 【様式２関係】
 ⇒「リテラシーレベル」「応用基礎レベル（大学等単位）」の場合は、
複数学部等（人文・社会科学等を含む）から履修者がいること

○ 学生に対し履修を促す取組の実施 【様式３関係】
○ 自己点検・評価、外部評価の実施、公表 【様式４関係】

【認定を受けようとする年度】
➢ 申請要領に従い、指定期間に申請書類を提出
➢ 文部科学省または文部科学省から委託された機関による疑義照会への対応
➢ 外部有識者により審査委員会において認定可否を審議
➢ 認定結果の通知、公表
➢ （認定を受けた後）申請書等の情報を学校のホームページに公表



令和８年度 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定スケジュール

3月 4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月

①通常審査
（新規認定）

公募
締
切

審査 → 認定

②再認定 周知
受付
開始

締切 審査 →
審査
結果
伝達

認定

➢ 認定開始の適用日は、認定した年度の初日である

（例 R7.8.29 ①で認定 → 認定期間： R7.4.1～R12.3.31）

➢ ②の再認定は、認定期間最終年度に申請してもらい、有効期間が途切れない形で認定可能

（例 認定期間： R4.4.1～R9.3.31 → R8.11～12に②を申請 → R9.4.1付けで再認定）

① 通常審査： 毎年度実施。前年度までの教育プログラムの実績をもって認定（認定期間：５年）

② 再認定：  令和７年度より実施。有効期限を迎えた後も、途切れない形で認定期間を更新できるよう、

 ①とは別に、秋季に申請を受け付けることとしている。（認定期間：３年）

※先行認定の実施予定はない。
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通常審査（新規認定）のスケジュールについて

○   ３月26日（木）：文科省HPに申請要領・様式等掲載

○ ４月 ９日（木）：説明会（←本日）

○   ４月15日（水）：申請受付開始

○  ５月18日（月）：申請締切り

○ ８月下旬： 認定・選定結果の通知・公表

◆事務局による書類確認
◆有識者会議による審査

申請書類の不備や不明点について

この期間に問い合わせを行います
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提出書類一覧

提出書類の種類
提出書類の可否

提出様式
新規認定 プラス選定

（１）申請様式１～５ ←令和８年度用のものを使用
（様式１～４はExcel形式、様式５はWord形式）

○ ○ Excel
PDF

（２）プログラム構成科目の令和７年度シラバス
（又は授業内容と同等なもの）

○ － PDF

（３）プログラムが全学部等に開講されていることが
分かる資料（カリキュラムマップ、教育課程表等）

○ － PDF

（４）プログラムを改善・進化させるための体制
（委員会・組織等）の設置規則等

○ － PDF

（５）自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）の
設置規則等

○ － PDF

（６）取組概要（1ページ ひな形様式） ○ ○ PowerPoint

（７）その他補足資料（2ページ以内 提出任意） △
(任意)

△
(任意)

PDF

（８）申請書類一式 ○ ○ PDF

申請手続は「指定のフォーム入力」＋「上述の書類提出」で完了
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リテラシーレベル・応用基礎レベルの認定の要件

○ 大学、短期大学、高等専門学校の正規の課程

○ 学部・学科に関わらず学生が広く履修可能な形で開講されている

→「応用基礎レベル（学部・学科単位）」の場合は、当該学部（学科）の学生

○ プログラムの具体的な計画（修了要件、身に付けることのできる能力等）の

策定及びホームページ等での公表

○ 令和6年2月に改訂されたモデルカリキュラムに準拠し、学生の関心を高め、かつ、

必要な知識及び技術を体系的に修得できるプログラムであること  【様式１関係】

○ 令和７年度までのプログラムの履修実績  【様式２関係】

→「リテラシーレベル」「応用基礎レベル（大学等単位）」の場合は、
複数学部等（人文・社会科学等を含む）から履修者がいること

○ 学生に対し履修を促す取組の実施 【様式３関係】

○ 自己点検・評価、外部評価の実施、公表 【様式４関係】
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認定制度に申請する教育プログラムについて、必要な情報を各大学等のホームページで公表

することによって、学生などがそのプログラムについて知ることができるようにする必要がある。

ホームページでの公表について

ホームページに掲載する項目

1. 教育プログラム名称

2. 教育プログラムで身に付けることのできる能力

3. 修了要件

4. 教育プログラムを構成する科目

5. 授業の方法並びに実施体制

6. 自己点検結果（学生アンケートとその分析等でも可）

※認定後は申請様式についても公開すること

（変更届で変更した場合は最新のもの）

✓ 上記６項目は原則として申請時にホームページで公表している必要がある

✓ ただし、令和７年度の自己点検結果の公表については、申請時点での掲載が困難な場合、申

請時点においては、様式４を掲載することでも差し支えない（申請要領p.7参照）。

✓ 学生が見て、どの科目を取れば修了ができて、どのような能力が身に付くのかが明確に分かるよう

に掲載することが重要
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準拠するモデルカリキュラムについて
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モデルカリキュラムとは、「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム」で取りまとめられた、リテラ
シーレベル／応用基礎レベルの基本的考え方、学修目標・スキルセット、教育方法等を示したもの。



導
入

1. 社会におけるデータ・AI利活用
1-1. 社会で起きている変化

1-3. データ・AIの活用領域

1-5. データ・AI利活用の現場

1-2. 社会で活用されているデータ

1-4. データ・AI利活用のための技術

1-6. データ・AI利活用の最新動向

基
礎

2. データリテラシー

4. オプション

心
得

3. データ・AI利活用における留意事項
3-1. データ・AIを扱う上での留意事項 3-2. データを守る上での留意事項

2-1. データを読む

2-3. データを扱う

2-2. データを説明する

4-1. 統計および数理基礎

4-3. データ構造とプログラミング基礎

4-2. アルゴリズム基礎

4-4. 時系列データ解析選
択 4-5.自然言語処理 4-6. 画像認識

➢ モデルカリキュラムの構成を以下のとおり「導入」「基礎」「心得」「選択」に分類し、学修項目を体系的に整理。
➢「導入」「基礎」「心得」はコア学修項目として位置付ける。「選択」は学生の学習歴や習熟度合い等に応じて、適切
に選択されることを想定。

➢それぞれの分類における「学修目標」「学修内容」「スキルセット（キーワード）」を併せてモデルカリキュラム内で
整理

4-7. データハンドリング 4-8. データ活用実践（教師あり学習）

4-9. データ活用実践（教師なし学習）

【出典】「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」（2024年２月 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム）
https://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy_20240222.pdf

準拠するモデルカリキュラム（リテラシーレベル）について
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https://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy_20240222.pdf
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項目 ５つの審査項目 モデルカリキュラム対応箇所

項目①

⚫ 数理・データサイエンス・ＡＩは、現在進行中の社会変化（第4 次産業革

命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであるこ

と、また、それが自らの生活と密接に結びついているものであること。

導入

1-1. 社会で起きている変化

1-6. データ・AI利活用の最新動向

項目②

⚫ 数理・データサイエンス・ＡＩが対象とする「社会で活用されているデータ」や

「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を

解決する有用なツールになり得ること。

導入

1-2. 社会で活用されているデータ

1-3. データ・AIの活用領域

項目③

⚫ 様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、数理・

データサイエンス・ＡＩは様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、

インフラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出する

ものであること。

導入

1-4. データ・AI利活用のための技術

1-5. データ・AI利活用の現場

項目④

⚫ ただし数理・データサイエンス・ＡＩは万能ではなく、その活用に当たっての

様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を

考慮することが重要であること。

心得

3-1. データ・AI利活用における留意事項

3-2. データを守る上での留意事項

項目⑤

⚫ 実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実

例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データサイエ

ンス・ＡＩの基本的な活用法に関すること。

基礎

2-1. データを読む

2-2. データを説明する

2-3. データを扱う

認定教育プログラムは「５つの審査項目」と「モデルカリキュラム」の各項目を、
プログラムを構成する授業科目により網羅していることが要件
※令和６年２月改訂版において要件上の変更はなし

＜リテラシーレベル＞５つの審査項目と、モデルカリキュラムの対応箇所
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数理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）モデルカリキュラム ～ AI×データ活用の実践 ～

➢モデルカリキュラムの構成を以下のとおり「データサイエンス基礎」「データエンジニアリング基礎」「AI基礎」に
分類し、学修項目を体系的に整理

➢☆はコア学修項目として位置付ける。それ以外の項目は各大学・高専の教育目的、分野の特性に応じて、適切に選択
されることを想定

➢数理・データサイエンス・AIを学ぶ上で基盤となる学修項目については（※）を付記
➢それぞれの分類における「学修目標」「学修内容」「スキルセット（キーワード）」を併せて整理。

1. データサイエンス基礎 2. データエンジニアリング基礎

1-2. 分析設計（☆） 1-3. データ観察 2-2. データ表現（☆） 2-3. データ収集

1-4. データ分析 1-5. データ可視化 2-4. データベース 2-5. データ加工

1-6. 数学基礎（※） 1-7. アルゴリズム（※） 2-6. ITセキュリティ 2-7. プログラミング基礎（※）

1-1. データ駆動型社会とデータサイエンス（☆） 2-1. ビッグデータとデータエンジニアリング（☆）

3. AI基礎

3-6. 認識 3-7. 予測・判断

3-10. AIの構築と運用（☆）

3-1. AIの歴史と応用分野（☆）

3-8. 言語・知識 3-9. 身体・運動

3-2. AIと社会（☆） 3-3. 機械学習の基礎と展望（☆） 3-4. 深層学習の基礎と展望（☆） 3-5.生成AIの基礎と展望（☆）

【出典】「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム」（2024年２月 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム）
https://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_ouyoukiso_20240222.pdf

準拠するモデルカリキュラム（応用基礎レベル）について
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項目 ３つの基本的要素 モデルカリキュラム対応箇所

I

データ表現とアルゴリズム：

データサイエンスとして、統計学を始め様々なデータ処理に関する知識である「数学基礎（統

計数理、線形代数、微分積分）」に加え、ＡＩを実現するための手段として「アルゴリズ

ム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」の概念や知識の習得を目指す。

1-6. 数学基礎 

1-7. アルゴリズム 

2-2. データ表現 

2-7. プログラミング基礎 

II

ＡＩ・データサイエンス基礎：

ＡＩの歴史から多岐に渡る技術種類や応用分野、更には研究やビジネスの現場において実

際にＡＩを活用する際の構築から運用までの一連の流れを知識として習得するＡＩ基礎的

なものに加え、「データサイエンス基礎」、「機械学習の基礎と展望」、及び「深層学習の基礎

と展望」から構成される。

1-1. データ駆動型社会とデータサイエンス 

1-2. 分析設計 

2-1. ビッグデータとデータエンジニアリング 

3-1. AI の歴史と応用分野 

3-2. AI と社会 

3-3. 機械学習の基礎と展望 

3-4. 深層学習の基礎と展望 

3-5. 生成AIの基礎と展望

3-10. AI の構築と運用 

III

ＡＩ・データサイエンス実践：

本認定制度が育成目標として掲げる「データを人や社会にかかわる課題の解決に活用できる

人材」に関する理解や認識の向上に資する実践の場を通じた学習体験を行う学修項目群。

応用基礎コアのなかでも特に重要な学修項目群であり、「データエンジニアリング基礎」、及び

「データ・ＡＩ活用 企画・実施・評価」から構成される。

項目I及びII

AI・データサイエンス実践（演習や課題解決

型学習）＜データ・AI 活用 企画・実践・評

価＞

認定教育プログラムは「３つの基本的要素」と「モデルカリキュラム」の各項目を、
プログラムを構成する授業科目により網羅していることが要件

※令和６年２月改訂版において「3-5.生成AIの基礎と展望」が要件に追加（以降番号ずれが生じている）

＜応用基礎レベル＞３つの基本的要素と、モデルカリキュラムの対応箇所

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/model_ouyoukiso.html

モデルカリキュラム（応用基礎レベル）の詳細は以下から御確認ください
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➢ 生成AIに関する参考記載欄をなくした以外は大きな変更点はない。

➢ 以下は様式１における主な留意点で、応用基礎レベルにも共通する観点

申請様式１：プログラムを構成する授業科目（１）

プログラムを構成する科目を「必須科目」「選択必須科目」「選択科
目」で整理してください

17

➢ 「単位数」や「モデルカリキュラム対応状況」含めて記載漏れがないよう留意すること



申請様式１：プログラムを構成する授業科目（２）
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1.社会におけるデータ・AI利活用 キーワード（知識・スキル）

1-1. 社会で起きている変化 ・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット

・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの⾮連続的進化

・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会

・複数技術を組み合わせたAIサービス

・人間の知的活動とAIの関係性

・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方

1-2. 社会で活用されているデータ ・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど

・1次データ、2次データ、データのメタ化

・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）

・データ作成（ビッグデータとアノテーション）

・データのオープン化（オープンデータ）

1-3. データ・AIの活用領域 ・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)

・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど

・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など

・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用

1-4. データ・AI利活用のための技術 ・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・データ同化など

・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、

挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など

・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など

・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ

・認識技術、ルールベース、自動化技術

・マルチモーダル（言語、画像、音声 など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）

1-5. データ・AI利活用の現場 ・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、

探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）

・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介

1-6. データ・AI利活用の最新動向 ・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)

・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル

【出典】「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」（2024年２月 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム）
https://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy_20240222.pdf

様式１「プログラムを構成する授業の内容」に記載するスキルセットのキーワード（リテラシー）
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➢ 生成AIに関する参考記載欄をなくした以外は大きな変更点はない。

➢ 以下は様式１における主な留意点で、応用基礎レベルにも共通する観点

申請様式２：プログラムの履修者数等の実績について

➢ 「プログラム開設年度」と履修者数、修了者数を記載する年度が一致するようにする。
➢ 大学においては学部、短期大学・高等専門学校は学科ごとに記載すること

20



申請様式３：教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

➢ 教育の質向上、履修を促進するための計画等を記載いただきたいため、「⑧履修者数・履修率の向上に向
けた計画」については、履修率が向上するよう記載を検討すること。
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申請様式４：自己点検・評価について

➢ 認定を受けた後も、持続的な教育プログラムの質向上を図っていただきたいため、学外からの視点を含め
て、これまでの点検結果を踏まえた改善の取組を記載すること。
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取組概要 作成時の留意事項

＜具体的な留意事項＞

➢ 取組概要は各大学等の教育プログラムがどのようなものか、文部科学省や有識者による認定委員

会などが理解を深めるために作成いただくもの。

➢ 必要に応じて、文部科学省の対外的な説明のために公表資料として使用する可能性がある。

大学等名 ○○大学・高等専門学校／○○大学（◇◇学部）

教育プログラム名

応用基礎レベル（学部・学科単位）
の場合は、大学は学部名まで、短大・
高専は学科名まで記載すること

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和 年度

プラス申請のみの場合、「申請年度」は
認定年度を記載

次の要素も含めつつ、図や表、写真などを用いて、視覚的にも分かりやすい資料とするようお願いします
「プログラムの目的」、「身に付けられる能力」、「開講されている科目の構成」、「修了要件」、「実施体制」

プラス選定に申請する場合は、上記に加えて「先導的で独自の工夫・特色」を含めて記載してください
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その他資料の留意事項

➢ 各大学等の申請内容が要件を満たしているかどうかなどを確認するために提出していただくもののため、

申請様式・取組概要の記載との整合性を必ず確認していただきたい。

＜具体的な留意事項＞
○シラバス
・申請様式に記載した科目名と一致していることを確認すること
・モデルカリキュラムに示すキーワード等がシラバスの記載と一致している必要は必ずしもないが、
関連性が不明な場合は問い合わせる可能性がある

○開講状況が分かる資料
・リテラシーレベル・応用基礎レベル（大学等単位）なら全学、応用基礎レベル（学部・学科単
位）なら当該学部・学科の学生が、卒業要件に含むことができる科目として受講可能なことが分
かる資料とすること
・他学部（他学科）の科目など自由科目のうち規定の科目数まで卒業単位に含むことが出来
る場合は、そのことが分かる資料も併せて提出すること

○委員会等の設置規則
・プログラム改善、自己点検の委員会が同一の場合、「④・⑤」のように一つのファイルで問題無い
・規程上の名称と申請様式に記載した委員会等名が一致しているか確認すること
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プラス選定の留意事項（応用基礎レベルのみ）

➢ プラス選定とは、他大学等の模範となるような、先導的で独自の工夫・特色がある教育プログラムであると、

有識者による委員会により認められた教育プログラムに行われるもの。

➢ 申請しただけでは選定の候補とならず、様式５を提出することによって審査対象となる。

＜申請のポイント＞

○ 高度な内容を含むことや、多くの科目により構成されているなどが評価されるのではなく、大学や学部

・学科の特性を活かした教育内容、企業連携などの特色や学修支援の工夫等、可能な限り具体

的かつ定量的に分かりやすく記載すること

○ 過去にプラス選定を受けた大学・高等専門学校の教育内容をそのまま実施した場合であっても、

必ずしもプラス選定を受けられるものではない

○ 多くの大学・高等専門学校が参考にしたいと思うような取組を期待

＜申請の進め方＞

○ 大学等は申請にあたって、 「教育の高度化」、「人材の輩出」及び、「その他様々な取組（地域と

の連携、産業界との連携、海外の大学との連携等）」（以下、評価事項）に関する取組の詳細

を、様式５にまとめて申請する
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＜応用基礎レベルにおける選定の前提＞
数理・データサイエンス・ＡＩに関する実践的な能力の向上を図る機会の拡大（実施要綱第1条）に資する各
大学等の特性に応じた特色ある取組が実施されていること

＜審査の観点（～令和７年度）＞

評価軸（学習効果、先進性、波及可能性）に基づき、以下の評価事
項を総合的に評価

１．授業内容

ー AIを活用し課題解決に繋げる基礎能力の育成

ー 数理・データサイエンス・AIを専門分野に応用

ー 学生の習熟度や専門性を踏まえた内容や授業選択

ー 全学部（学部学科）でプログラム履修を必須

ー e-learningの仕組を導入した実践教育を実施し、高い学習効
果をあげている

ー 他大学等への教育プログラムの提供等により教育波及効果が
得られている

２．学生への学習支援

ー 学習支援システムの構築

ー 補完的な教育の実施

ー インターンシップ先での実践やTAとしての指導

ー 学修成果の可視化等の導入

３．その他様々な取組（地域、産業界、海外の大学との連携）

ー 関連学会や地域コミュニティ、産業界からの要請を受けた教育プ
ログラム

ー 海外の先端的な教育プログラム等の活用や連携

ー エキスパートレベルとの間の橋渡しとなる人材育成

プラス選定における審査の観点の見直しについて

＜審査の観点 見直し（令和８年度～）＞

評価軸（教育の質向上、先進性、波及可能性）に基づき、以下の評
価事項を総合的に評価

１．教育の高度化

ー 対象となる専門分野に数理・データサイエンス・AIを応用・活用した
教育プログラムの構築

ー 地域・企業からのニーズを踏まえた実践的な教育の実施

ー プログラムを修了した卒業生や就職先企業等からの評価に基づい
たプログラムの改善

ー 学生自身が学修成果（知識やスキル）を可視化できるシステムの
導入

 ー AI利活用による研究の効率性・生産性向上に資する研究者養成
につながる教育

   ー 他大学等への教育プログラムの提供等により教育波及効果が得ら
れている

２．人材の輩出

ー 学部の特性に応じた履修者数、修了者数を増やすための工夫
ー 関連学会や地域コミュニティ、産業界からのニーズを踏まえた教育

プログラム
ー 数理・データサイエンス・AIに関連した、特定の成長分野（例 日

本成長戦略会議で設定する17の戦略分野）を支える専門人
材を養成する先進的な取組

３．その他様々な取組（地域、産業界、海外の大学との連携）

ー  地方公共団体や企業との連携による、社会人のリスキリングに資す
る取組

ー 海外の先端的な教育プログラム等の活用や連携

ー エキスパートレベルとの間の橋渡しとなる人材育成
26



＜お願い＞

〇 プログラム内容の変更が生じた場合

・ 再度の申請ではなく、「変更届」により対応してください。

・ 本制度のホームページに掲載されている、最新の提出要領を確認してください。

【参考：本制度のホームページ】
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm

〇 公表情報の更新

・ 認定後においても、毎年度の自己点検・評価結果は必ずHP上で公表してください。

・ プログラム内容に変更が生じた場合、HP上の情報も更新してください

〇 履修者数等の実績は毎年調査

・ 履修者・修了者数の実績については文部科学省より認定校へ照会します

認定を受けた後の留意点
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数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムの活動内容

北海道ブロック
（北海道大学）

東北ブロック
（東北大学）

北信越ブロック
（金沢大学）

関東ブロック
（東京大学）

東海ブロック
（名古屋大学）

ｚ
中国ブロック
（広島大学）

近畿ブロック
（京都大学）

ｚ九州・沖縄ブロック
（九州大学）

四国ブロック
（香川大学）

全国９ブロックで活動
•各ブロックに地域ブロックの代表校を置き、
各ブロックにおける数理・データサイエンス・AI教育を普及・展開

•ブロックごとに経済産業省の取組と連携し、
地域におけるデジタル化の取組を促進

•ブロック、特定分野ごとにカリキュラム、教材、教育用データベース
等の整備に関する継続的な活動

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム 

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/

約370校の会員校により構成

•多くの国公私立の大学・高専が参画し、
シンポジウム等の開催を通じて好事例等を共有

•一般公開とは別に、会員校限定で閲覧可能な教材や会議
資料を提供

◼教科書シリーズの刊行 

全ての大学等が参照可能なモデルカリキュラムの策定

◼モデルカリキュラム（リテラシーレベル） 【2020.4公表】

◼モデルカリキュラム（応用基礎レベル） 【2021.3公表】

• 「AI戦略2019」の具体目標。産業界、公私立大学、

関係団体等の有識者からなる特別委員会を設置し検討

◼ モデルカリキュラム（両レベル改訂） 【2024.2公表】

全国的なモデルとなる教科書・教材等の開発

◼デジタルコンテンツ・教材・実データの提供

• 教材ポータルサイトの構築

• eラーニング教材、講義動画などを公開

• 放送大学との連携によるオンライン授業の作成

◼シンポジウム・地域別ブロックでのワークショップの開催

• モデルカリキュラム・教材、大学での実践例の紹介、個別相談等

シンポジウム等の開催・先進事例の共有

コンソーシアム活動の例

各地域ブロックと地方経済産業局との連携

◼各地域における人材育成、DX促進の連携策について検討

• 相互の取組状況の紹介、活動方策の検討、課題の共有等

◼モデルシラバスの作成・公開

• 分野ごとに認定申請・情報教育の導入に参考となるシラバスを作成

• 現在自然科学系（理工、医歯薬）、人文・社会科学系が公開

• モデルカリキュラム完全準拠の教科書の作成

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」とも言われる「数理・データサイエンス・AI」教育について、

全国の大学・高専により「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム」を形成し、普及・展開活動を実施
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北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木群馬

埼玉

千葉
東京

神奈川

新潟

富山
石川

福井
山梨

長野

岐阜

静岡愛知

三重

滋賀京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取島根
岡山

広島

山口
徳島

香川

愛媛高知福岡
佐賀

長崎 熊本
大分

宮崎

鹿児島

沖縄

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

北海道ブロック

 拠点校：北海道大学

   特定分野校：北見工業大学(理工農・サイバーセキュリティ推
進）

東北ブロック

 拠点校 ：東北大学

   特定分野校：秋田大学(理工農）、 山形大学(理工農）

関東ブロック

拠点校：東京大学（コンソーシアム幹事校）、

筑波大学、東京科学大学

特定分野校：茨城大学（理工農）、宇都宮大学（理工農）、

東京科学大学（医歯薬）

お茶の水女子大学（人文科学・教育、ダイバーシティ推進）

電気通信大学（理工農、サイバーセキュリティ推進）

北信越ブロック

 特定分野校：金沢大学（社会科学）

長岡技術科学大学（理工農）

富山大学（理工農）

近畿ブロック

 拠点校：京都大学、滋賀大学、大阪大学

 特定分野校：和歌山大学（社会科学）

中国ブロック

 拠点校：広島大学

 特定分野校：島根大学（理工農）

九州・沖縄ブロック

 拠点校：九州大学

 特定分野校：九州工業大学（理工農）

 鹿児島大学（理工農）

 琉球大学

（社会科学、ダイバーシティ推進）

東海ブロック

 拠点校：名古屋大学

 特定分野校：静岡大学

（理工農、ダイバーシティ推進）四国ブロック

 特定分野校：香川大学（理工農）

拠点校：11校 
特定分野校：18校
※国公私立の大学・高専が参画し、
令和８年３月時点で約400校の会員校により構成

赤字は地域ブロック代表校
（拠点校・特定分野校より９校を選定）
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各ブロックへのお問い合わせについて

ブロック名 ブロック代表校 対象都道府県 ホームページURL

北海道ブロック 北海道大学 北海道
https://www.mdsc.hokudai.ac.jp
/block_hokkaido/

東北ブロック 東北大学
青森県、岩手県、宮城県、
秋田県、山形県、福島県

https://aimd.cds.tohoku.ac.jp/bl
ock-tohoku

関東ブロック 東京大学
茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、山梨県

http://www.mi.u-
tokyo.ac.jp/consortium/block_ka
nto.html

北信越ブロック 金沢大学
新潟県、富山県、石川県、
福井県、長野県

https://ku-data.w3.kanazawa-
u.ac.jp/

東海ブロック 名古屋大学 岐阜県、静岡県、愛知県
https://www.mds.nagoya-
u.ac.jp/block-tokai

近畿ブロック 京都大学
三重県、滋賀県、京都府、
大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県

http://ds.k.kyoto-
u.ac.jp/block_kinki/

中国ブロック 広島大学
鳥取県、島根県、岡山県、
広島県、山口県

https://aidi.hiroshima-
u.ac.jp/consortium/

四国ブロック 香川大学
徳島県、香川県、愛媛県、
高知県

https://www.kagawa-
u.ac.jp/mmdsai/about/

九州・沖縄ブロック 九州大学
福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、大分県、宮崎県、
鹿児島県、沖縄県

http://mdsc.kyushu-
u.ac.jp/block_kyushu
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本日の内容

✓制度紹介、申請に向けた詳細説明

（プラス申請についての説明含む）

✓再認定について（秋の申請の予告）



令和８年度 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定スケジュール

3月 4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月

①通常審査
（新規認定）

公募
締
切

審査 → 認定

②再認定 周知
受付
開始

締切 審査 →
審査
結果
伝達

認定

➢ 認定開始の適用日は、認定した年度の初日である

（例 R7.8.29 ①で認定 → 認定期間： R7.4.1～R12.3.31）

➢ ②の再認定は、認定期間最終年度に申請してもらい、有効期間が途切れない形で認定可能

（例 認定期間： R4.4.1～R9.3.31 → R8.11～12に②を申請 → R9.4.1付けで再認定）

① 通常審査： 毎年度実施。前年度までの教育プログラムの実績をもって認定（認定期間：５年）

② 再認定：  令和７年度より実施。有効期限を迎えた後も、途切れない形で認定期間を更新できるよう、

 ①とは別に、秋季に申請を受け付けることとしている。（認定期間：３年）
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再認定のポイント

33

プログラム
開始

１年

初回認定
申請

初回認定期間（５年）

２年 ３年 ４年 ５年 ６年

再認定
申請→認定 →認定

再認定期間（３年）

７年

＜初回認定、再認定の申請・認定時期、認定期間のイメージ＞

◆認定期間最終年度に申請してもらい、有効期間が途切れない形で認定可能

(初回認定期間：R4.4.1～R9.3.31の場合 → R9.4.1付けで再認定)

◆申請書類の簡素化

→再認定用の様式に、これまでの成果や、再認定期間中での計画内容を記載いただく

◆ 2024年2月に改訂されたモデルカリキュラムへの対応が必要

◆申請・届出時期の重複も考慮し、変更届については提出不要

→変更内容含めて、再認定を受けた年度以降のプログラムの内容を再認定様式に記載

◆ リテラシーレベル プラスについては選定の更新は行わない



令和９年度再認定のスケジュールについて（予定）

○ 令和８年10月中： 文科省HPに申請要領・様式等掲載

○ 令和８年11月上旬： 申請受付開始

○ 令和８年12月上旬： 申請受付〆切

○ 令和９年３月上旬： 審査結果の伝達

○ 令和９年4月 1日（木）：認定結果の通知・公表

◆事務局による書類確認
◆有識者会議による審査

申請書類の不備や不明点について

この期間に問い合わせを行います

➢ このスケジュールは令和４年度に初回認定を受け、令和９年度での再認定を行う場合のスケジュール
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リテラシーレベル・応用基礎レベルの認定の要件

○ 大学、短期大学、高等専門学校の正規の課程

○ 学部・学科に関わらず学生が広く履修可能な形で開講されている

→「応用基礎レベル（学部・学科単位）」の場合は、当該学部（学科）の学生

○ プログラムの具体的な計画（修了要件、身に付けることのできる能力等）の

策定及びホームページ等での公表

○ 令和6年2月に改訂されたモデルカリキュラムに準拠し、学生の関心を高め、かつ、

必要な知識及び技術を体系的に修得できるプログラムであること  

○ これまでのプログラムの履修実績

→「リテラシーレベル」「応用基礎レベル（大学等単位）」の場合は、
複数学部等（人文・社会科学等を含む）から履修者がいること

○ 学生に対し履修を促す取組の実施

○ 自己点検・評価、外部評価の実施、公表
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これらを踏まえつつ、成果と今後の計画を
確認する予定



数理・データサイエンス・AIモデルカリキュラム の 改訂（令和6年2月）

・「生成AI」など最新技術の基礎的な理解 ・「生成AI」に係る学修項目の追加

リテラシーレベル 応用基礎レベル

学生の理解度を踏まえ、
「情報Ｉ」の既習事項の復習や深化学修を推奨する。

・社会で活用される技術の実体験

・「情報Ⅰ」の教育内容との関係を整理

「生成AI」など最新動向を踏まえたキーワードを追加し、
その効果的な活用法やそれに伴うリスク等についての議論
、
などで最新技術の理解を深めることを推奨する。

データ・AIの身近な活用例を含む演習を行うとともに、
実際に利用することで、実感を伴った学修とすることを推奨する。

社会のニーズを踏まえた教育の実施・強化に向けて、
産学官の連携、社会・ビジネスの課題解決を意識し
た演習を推奨する。

・産業界や地域、自治体等との連携

「生成AI」に係る学修項目を追加。生成AIの基本概念や
応用例、リスク、脅威などについての学修、学生自らの専門
分野における活用法の検討を促進する。

本改訂によって新たに追加された観点

学生の理解度を踏まえ、
「情報Ｉ」の既習事項の復習や深化学修を推奨する。

・「情報I」の教育内容との関係を整理

初等中等教育段階でのプログラミング学修の導入や情報Ⅰの必修化、生成AIを始めとする技術の進展など、モデルカリキュラム策定（リテラシーレベル R2.4/ 応用基礎レベル 

R3.3）以降、大きく変化した社会動向に対応するため、数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムにおいて、リテラシーレベル・応用基礎レベルのモデルカリ
キュラムの改訂を実施した。なお、各レベルの基本的な考え方や位置づけには変更はない。
各校には、各大学・高専の教育目的、分野の特性等に応じ、改訂されたモデルカリキュラムの内容を踏まえ、適切かつ柔軟に教育プログラムを実施することを期待する。

ディープフェイクなどの
負の事例を学習する

・ 何ができる？
・ 気を付けることは？
・ 仕組みは？

文章、画像などを生成するAIを
実際に利用し、誤った出力が
あることや、適切なプロンプト
の必要性などを理解する

グループワークを実施し、
生成AIを効果的に活用す
る方法や、リスク等について
理解を深める

<TIPS>
専門分野に応じた身近な事例（医学部なら医療現
場での活用など）を盛り込むことや動画教材を用いる
など、自分事として考えさせるような工夫が有効的です。

<TIPS>
実際に利用する場合には、各大学等の方
針などを踏まえて、適切に利用することが求
められることに留意してください。

理解する 事例を学習する 触れる・議論する

様々な分野で生成AIが
効果的に利用されている
事例を学習する

生成AIについて
基本的な仕組みを学習し、
その適切な使用について考える

＜生成AIに関する授業イメージ＞
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項目 ５つの審査項目 モデルカリキュラム対応箇所

項目①

⚫ 数理・データサイエンス・ＡＩは、現在進行中の社会変化（第4 次産業革

命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであるこ

と、また、それが自らの生活と密接に結びついているものであること。

導入

1-1. 社会で起きている変化

1-6. データ・AI利活用の最新動向

項目②

⚫ 数理・データサイエンス・ＡＩが対象とする「社会で活用されているデータ」や

「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を

解決する有用なツールになり得ること。

導入

1-2. 社会で活用されているデータ

1-3. データ・AIの活用領域

項目③

⚫ 様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、数理・

データサイエンス・ＡＩは様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、

インフラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出する

ものであること。

導入

1-4. データ・AI利活用のための技術

1-5. データ・AI利活用の現場

項目④

⚫ ただし数理・データサイエンス・ＡＩは万能ではなく、その活用に当たっての

様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を

考慮することが重要であること。

心得

3-1. データ・AI利活用における留意事項

3-2. データを守る上での留意事項

項目⑤

⚫ 実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実

例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データサイエ

ンス・ＡＩの基本的な活用法に関すること。

基礎

2-1. データを読む

2-2. データを説明する

2-3. データを扱う

令和６年２月改訂版において要件上の変更はなし

＜リテラシーレベル＞５つの審査項目と、モデルカリキュラムの対応箇所
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項目 ３つの基本的要素 モデルカリキュラム対応箇所

I

データ表現とアルゴリズム：

データサイエンスとして、統計学を始め様々なデータ処理に関する知識である「数学基礎（統

計数理、線形代数、微分積分）」に加え、ＡＩを実現するための手段として「アルゴリズ

ム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」の概念や知識の習得を目指す。

1-6. 数学基礎 

1-7. アルゴリズム 

2-2. データ表現 

2-7. プログラミング基礎 

II

ＡＩ・データサイエンス基礎：

ＡＩの歴史から多岐に渡る技術種類や応用分野、更には研究やビジネスの現場において実

際にＡＩを活用する際の構築から運用までの一連の流れを知識として習得するＡＩ基礎的

なものに加え、「データサイエンス基礎」、「機械学習の基礎と展望」、及び「深層学習の基礎

と展望」から構成される。

1-1. データ駆動型社会とデータサイエンス 

1-2. 分析設計 

2-1. ビッグデータとデータエンジニアリング 

3-1. AI の歴史と応用分野 

3-2. AI と社会 

3-3. 機械学習の基礎と展望 

3-4. 深層学習の基礎と展望 

3-5. 生成AIの基礎と展望

3-10. AI の構築と運用 

III

ＡＩ・データサイエンス実践：

本認定制度が育成目標として掲げる「データを人や社会にかかわる課題の解決に活用できる

人材」に関する理解や認識の向上に資する実践の場を通じた学習体験を行う学修項目群。

応用基礎コアのなかでも特に重要な学修項目群であり、「データエンジニアリング基礎」、及び

「データ・ＡＩ活用 企画・実施・評価」から構成される。

項目I及びII

AI・データサイエンス実践（演習や課題解決

型学習）＜データ・AI 活用 企画・実践・評

価＞

※令和６年２月改訂版において「3-5.生成AIの基礎と展望」が要件に追加（以降番号ずれが生じている）

＜応用基礎レベル＞３つの基本的要素と、モデルカリキュラムの対応箇所
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高等学校「情報Ⅰ」

リテラシーレベルモデルカリキュラム 応用基礎レベルモデルカリキュラム
大分類 中分類 小分類

情報社会

情報と情報社会 情報の特性・定義と分類、メディア、情報社会など リ1-1 社会で起きている変化

問題解決の考え方 問題の発見、問題解決の遂行、表現と伝達など リ1-5 データ・AI利活用の現場 応1-1 データ駆動型社会とデータサイエンス

法規による安全対策 セキュリティ、安全対策など リ3-2 データを守る上での留意事項 応2-6 ITセキュリティ

個人情報とその扱い リ3-1 データ・AIを扱う上での留意事項

知的財産権の概要と産業財産権 リ3-1 データ・AIを扱う上での留意事項

著作権 リ3-1 データ・AIを扱う上での留意事項

情報デザイン

コミュニケーションとメディア コミュニケーションの手段や形態、メディアなど 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

情報デザインと表現の工夫 文字、配色、抽象化、可視化、構造化など リ2-2データを説明する

発展・プレゼンテーション リ2-2データを説明する

Webページと情報デザイン HTML, CSSなど 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

デジタル

デジタル情報の特徴 デジタル表現や情報量など 応2-2 データ表現

数値と文字の表現 2進数、浮動小数点、文字コードなど 応2-2 データ表現

演算の仕組み 加減算、論理回路など 応2-7 プログラミング基礎

音の表現 応2-2 データ表現

画像の表現 応2-2 データ表現

コンピュータの構成と動作 ハードウェア、ソフトウェア、OS、メモリ、CPUなど 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

コンピュータの性能 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

発展・データの圧縮と効率化 応2-2 データ表現

ネットワーク

ネットワークとプロトコル LAN, WAN, サーバ, プロトコルなど 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

インターネットの仕組み IPアドレス、ドメイン、ルーティングなど 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

Webページの閲覧とメールの送受信 応2-3 データ収集

情報システム リ1-3 データ・AIの活用領域 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

情報システムを支えるデータベース 応2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

データベースの仕組み 応2-4 データベース

個人による安全対策 ウイルス、不正アクセスなど 応2-6 ITセキュリティ

安全のための情報技術 電子透かし、ブロックチェーン、VPN、誤り検出、暗号化、電子署名など 応2-6 ITセキュリティ

問題解決

データの収集と整理 リ1-2 社会で活用されているデータ 応2-3 データ収集、応2-5 データ加工

ソフトウェアを利用したデータの処理 リ2-3 データを扱う

統計量とデータの尺度 リ2-1 データを読む 応1-3 データ観察

[発展]データの分布と検定の考え方 応1-6 数学基礎

時系列分析と回帰分析 応1-4 データ分析

発展・区間推定とクロス推定 応1-6 数学基礎

モデル化とシュミレーション 応3-7 予測・判断

プログラミング

アルゴリズムとプログラミング リ4-2 アルゴリズム基礎、リ4-3 データ構造とプログラミング基礎 応1-7 アルゴリズム、応2-7 プログラミング基礎

プログラミングの基本 リ4-3 データ構造とプログラミング基礎 応1-7 アルゴリズム、応2-7 プログラミング基礎

配列 リ4-3 データ構造とプログラミング基礎 応1-7 アルゴリズム、応2-7 プログラミング基礎

関数 リ4-3 データ構造とプログラミング基礎 応1-7 アルゴリズム、応2-7 プログラミング基礎

探索 リ4-2 アルゴリズム基礎 応1-7 アルゴリズム、応2-7 プログラミング基礎

整列 リ4-2 アルゴリズム基礎 応1-7 アルゴリズム、応2-7 プログラミング基礎

発展・オブジェクト指向プログラミング 応2-7 プログラミング基礎

発展・プログラムの設計手法 応2-7 プログラミング基礎

高等学校「情報Ⅰ」とモデルカリキュラムとの関係

【出典】「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」（2024年２月 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム）
https://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy_20240222.pdf 39
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御不明な点があれば以下フォームからお問い合わせください

質問受付フォーム（HPからもお問い合わせいただけます）
https://forms.office.com/r/HQfqfpSR4P

https://forms.office.com/r/HQfqfpSR4P
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